
意
見
を
募
集
し
ま
す

一
日
年
金
相
談
所
の
開
催

問
彦
根
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

７
月
24
日（
日
）は
ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

「
入
門
課
程
」
を
開
催
し
ま
す

問
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
８
）

　

手
話
の
入
門
講
座
で
す
。ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

︻
対
象
・
条
件
︼

　

市
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
、在
学
の
18
歳
以
上
の
人

︻
と　
　

き
︼

　

８
月
19
日（
金
）〜
11
月
18
日（
金
）

　

18
時
30
分
〜
21
時（
毎
週
金
曜
日　

全
14
回
）

︻
と 

こ 

ろ
︼ 

　

市
役
所
本
庁
１
階　

多
目
的
ル
ー
ム
１

︻
受 

講 

料
︼

　

３
，２
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

︻
定　
　

員
︼

　

30
人
程
度（
先
着
順
）

︻
申 

込 

み
︼

　

８
月
５
日
（
金
）
ま
で
に

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
、北
部
振

興
局
福
祉
生
活
課
、各
支
所
窓

口
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、

郵
送
、F
A
X
ま
た
は
直
接
左

記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
西
館
１
階
〉

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

☎
６
５

－

６
５
１
８　

６
４

－

１
７
６
７

提
出
先
・
問
合
せ
先

　

生
涯
学
習
課〈
西
館
３
階
〉　

　

〒
５
２
６

－

８
５
０
１　

八
幡
東
町
６
３
２

　

６
５

－

６
５
７
１

　

*syo
u
gaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

　

市
内
の
全
公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
転
換
し
、

住
民
主
体
に
よ
る
地
域
に
応
じ
た
弾
力
的
な
施
設
運
営
と
、

施
設
を
活
用
し
た
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
取
組
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
の
条
例（
素
案
）を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

︻
募
集
期
限
︼ 

７
月
30
日（
土
）

︻
閲
覧
場
所
︼   

生
涯
学
習
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー〈
東
館
１

階
〉、北
部
振
興
局
、各
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

︻
提
出
方
法
︼   

任
意
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

を
明
記
し
、直
接
ま
た
は
郵
送（
消
印
有
効
）、

F
A
X
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で

　

年
金
事
務
所
で
は
、次
の
日
程
で
一

日
年
金
相
談
所（
予
約
制
）を
開
催
し

ま
す
。

︻
と　

き
︼ 

７
月
21
日（
木
）

　
　
　
　

 

10
時
〜
16
時

︻
と
こ
ろ
︼   

市
役
所
西
館
５
階

　
　
　
　

 

５
‐
D
会
議
室

︻
申
込
み
︼   

希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
左
記
の
予
約
専
用
電
話

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
予
約
専
用
電
話
︼

　

彦
根
年
金
事
務
所

　
（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

☎
０
７
４
９
‐
２
３
‐
５
４
８
９

※ 

こ
の
電
話
で
は
予
約
以
外
の
ご
用

件
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間（
各
施
設
と
も
）

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日　

８
月
28
日（
日
）

７月は「なくそう就職差別
企業内公正採用・人権啓発推進月間」です

人がいきいき輝く職場　一人ひとりの人権が尊重される、明るい職場づくりに努めましょう

 
 ア

メ
リ
カ
大
統
領
が
広
島
を
訪
問

平
和
へ
の
決
意

　

去
る
5
月
27
日
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ

マ
大
統
領
は
、
米
国
の
現
職
大
統
領
と

し
て
初
め
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期

に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
広
島
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
統
領
は
、
平
和
記
念
公
園
で
被
爆

者
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
献
花
と
演

説
を
行
い
、『
こ
の
広
島
の
中
心
に
立
つ

と
、
混
乱
し
た
子
ど
も
た
ち
が
抱
い
た

恐
怖
感
を
感
じ
、
声
に
な
ら
な
い
叫
び

を
聞
き
ま
す
。
広
島
と
長
崎
は
核
戦
争

の
夜
明
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
道
義

的
な
目
覚
め
の
始
ま
り
で
あ
る
べ
き
で

す
』
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
大
統
領
は
、
被
爆
者
と
長
い

握
手
を
交
わ
し
、
さ
ら
に
肩
を

抱
き
し
め
ま
し
た
。
こ
の
姿
は

憎
し
み
を
超
え
て
未
来
を
築
こ

う
と
す
る
象
徴
的
な
場
面
で
あ

り
、
正
に
「
核
な
き
世
界
」
へ

の
決
意
は
、
平
和
へ
の
熱
い
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

唯
一
の
原
爆
投
下
国
と
唯
一

の
被
爆
国
の
首
脳
同
士
が
揃
っ
て
広
島

を
訪
問
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
が
、

71
年
の
歳
月
を
経
て
実
現
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
球
上
の
全
人
類
が
核

を
廃
絶
し
、
戦
争
の
な
い
平
和
を
望
ん

で
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
は
、
核
廃
絶

の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

わ
が
長
浜
市
に
お
い
て
も
、「
核
な
き

世
界
」
を
追
求
し
、
今
か
ら
10
年
前
、

憲
法
施
行
60
年
に
あ
た
る
平
成
19
年
12

月
、「
長
浜
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。
今
日
に
お
け
る
平
和
の
意
義
と

尊
さ
を
ふ
ま
え
、
平
和
で
豊
か
な
暮
ら

し
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き

継
ぎ
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
と
も
に
真
の

恒
久
平
和
の
実
現
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
の
基
本
理
念
の
継
承
を

行
う
た
め
、
来
る
11
月
５
日
、「
長
浜
市

平
和
記
念
式
典
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

市
内
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
集
い
、

改
め
て
戦
没
者
に
心
か
ら
冥
福
を
祈
り
、

戦
争
の
な
い
平
和
へ
の
誓
い
を
、
全
市

民
挙
げ
て
行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
切
に
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

市長
コラム◯72

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

▲被爆者を抱き寄せるオバマ大統領
（写真提供：朝日新聞社）

　

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

　
　

ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て

　

み
な
さ
ん
は
「
ピ
ロ
リ
菌
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。「
ピ
ロ
リ
菌
」
と

は
正
式
に
は
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・

ピ
ロ
リ
」
と
い
う
細
菌
で
す
。
胃
粘

膜
内
に
生
息
し
、
慢
性
の
炎
症
（
慢

性
胃
炎
）
を
介
し
て
、
胃
・
十
二
指

腸
潰
瘍
や
胃
が
ん
を
ひ
き
起
こ
し
ま

す
。
今
年
、
ピ
ロ
リ
菌
を
薬
で
退
治

す
る
除
菌
療
法
の
制
限
が
ゆ
る
め
ら

れ
、
胃
が
ん
予
防
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
ほ
と
ん
ど
が
幼
少
時

に
感
染
し
、
自
然
除
菌
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
除
菌
療
法
を
受
け
る
に
は
、

①
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
こ

と
、
②
慢
性
胃
炎
で
あ
る
こ
と
、
の

確
認
が
必
要
で
す
。
感
染
診
断
は
採

血
、
呼
気
（
吐
く
息
）、
便
で
も
行
え

ま
す
が
、
慢
性
胃
炎
の
確
認
に
は
内

視
鏡
検
査
が
必
要
で
す
。

　

除
菌
療
法
で
は
、
胃
酸
を
抑
え
る

薬
と
２
種
類
の
抗
生
物
質
を
１
日
２

回
、
１
週
間
内
服
し
ま
す
。
不
成
功

の
場
合
は
抗
生
物
質
の
ひ
と
つ
を
変

更
し
て
２
回
目
の
除
菌
療
法
を
行
い

ま
す
。
こ
の
両
者
で
95
％
前
後
の
方

は
除
菌
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
飲
む

の
を
や
め
た
り
、
飲
み
忘
れ
た
り
す

る
と
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　

副
作
用
と
し
て
、軟
便
・
下
痢
、発

熱
、味
覚
異
常
な
ど
が
あ
り
、多
く
の

場
合
は
２
、３
日
で
お
さ
ま
り
ま
す

が
、程
度
に
よ
っ
て
は
主
治
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。ま
た
、ペ
ニ
シ
リ
ン

系
の
薬
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、ペ

ニ
シ
リ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
は
必
ず

主
治
医
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

除
菌
療
法
終
了
後
、
し
ば
ら
く
し

て
か
ら
除
菌
判
定
を
行
い
ま
す
。
薬

を
飲
ん
だ
こ
と
で
安
心
せ
ず
、
き
ち

ん
と
除
菌
で
き
て
い
る
か
確
か
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
胃
が
ん
な
ど
の

危
険
は
除
菌
成
功
後
に
少
な
く
は
な

り
ま
す
が
、
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
逆
流
性
食
道
炎

（
胸
焼
け
）
が
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
除
菌
成
功
後
も
定
期
的

な
検
査
が
必
要
で
す
。

　

我
が
国
は
欧
米
に
比
べ
て
胃
が
ん

の
多
い
お
国
柄
で
す
。
一
度
、
ピ
ロ

リ
菌
の
チ
ェ
ッ
ク
を
な
さ
っ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

このコーナーでは病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

湖
北
病
院
管
理
課

　

 （
☎
８
２
―
３
３
１
５〈
代
表
〉）

市立湖北病院
診療局長　冨樫　弘一
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